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佐 賀 県 聴 覚 障 害 者 

サ ポ ー ト セ ン タ ー だ よ り  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

みみの記念日 ３月３日耳の日 ６月６日補聴器の日 ９月９日人工内耳の日 9 月 23 日手話言語の国際デー 

なお知らせ！ 

区 分 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 計 
受験者 
（人） 

手書 １ ５ ３ ３ - ２ - ５ ６ ６ ３１ 
PC １ ７ ７ ６ ８ ８ １０ ９ ９ １４ ７９ 

合格者 
（人） 

手書 ０ ２ １ ０ - １ - ２ ２ ２ １０ 
PC ０ ２ ３ １ ２ ２ ３ ０ ２ ４ １９ 

合格率 
（％） 

手書 ０ ４０ ３３ ０ - ５０ - ４０ ３３ ３３ ３２ 
PC ０ ２９ ４３ １７ ２５ ２５ ３０ ０ ２２ ２９ ２４ 

全国平均
（％） 

手書 ３４ ２８ ２７ ２１ ２１ ２６ ３５ ３０ ２４ ２０  

PC ４１ ２９ ３２ ３５ ３３ ３３ ３９ ２７ ２９ ２２ 
 

【10年間で合格した数】 

・手話通訳者 40人 

・手話通訳士 7人 

・要約筆記者（手書き）10人 

・要約筆記者（ＰＣ）19人 

令和２年の夏、聴覚障害者のくらしとニーズ

を対面調査する準備をしていましたが、コロナの

ためやむなく郵送に。しかし、この調査で得られ

た情報は事業運営の基礎となり、社会へ働きか

ける大切なデータとなっています。 

全国の聴覚障害者情報提供施設で難聴者支援（聞

こえの相談等）を実施している施設に呼びかけ、京都に

5施設が集まりました。令和 5年度から協議会事業の

一部門として 10府県会議が設立しました。 

４、社会参加促進事業と日曜教室 

文化施設や工 

場等の見学、著名 

人や地域で活躍 

されている方の講 

演など、手話通訳 

や要約筆記による 

情報保障があり、「知る」だけでなく疑問を質問することで、より深

い学びができています。                 ＞＞裏面へ続く。＞＞ 

１、情報支援者の養成 
組織だった養成に取り組み、その成果は全国トップ
クラスに達しました。資格者を増やすだけでなく、質の
向上も目標に取り組んでまいります。 

祝 全国統一要約筆記者認定試験 合格 

福岡 寿恵さん 山崎 茜さん 今井 路恵さん 古賀 由美さん 北島 明子さん 
【手書き・パソコン】 【パソコン】 【パソコン】 【パソコン】 【手書き】 

令和６年３月１６日、令和５年度全国統一要約筆記者認定試験の合格者の発表がありました。 

佐賀県から２０名が受験し、手書きで２名、パソコンで４名が合格。３月３０日に合格証書の伝達式を行いました。 

要約筆記者として活動するため、最初のステップを踏まれた５名の方々。これからその資格を使って、聞こえない・聞こえ

にくい方たちが暮らしやすい社会となるよう、ご活躍されることを願います。 

佐賀県聴覚障害者サポートセンター 

設立１０周年 
聴覚障害者サポートセンターは設立 10周年を迎えました。 
2014（平成 26）年度～2024（令和 5）年度の主な 10
事業実績を紹介します。 

２、聴覚障害者くらしのニーズ調査実施 

３、難聴者対応の１０府県会議設立 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀県聴覚障害者サポートセンター 
〒840-0826佐賀市白山二丁目 1-12（佐賀商工ビル４階） 
ＴＥＬ：０９５２－４０－７７００  ＦＡＸ：０９５２－４０－７７０５ 

メールアドレス：ｉｎｆｏ＠ｓａｇａ－ｍｉｍｉｓａｐｏ.ｊｐ 
ホームページアドレス：ｈｔｔｐ：//ｓａｇａ－ｍｉｍｉｓａｐｏ.ｊｐ/ 

 

＜開館時間＞ 

9：30 ～ 18：00 

＜閉館日＞ 

 毎週月曜日、祝日 

編集後記：満開すぐに大雨、花見はできましたか？ kiyo 

●太良町 しおさい館 
１階・ボランティア室 

５月２４日（金）10：00～1５：00 

●白石町 白石町役場 
        相談室１ 

６月１８日（火）10：00～1５：00 

● 電話リレーサービス開始 

６、災害への備え・安否確認システム稼働 

● 新型コロナウイルス感染症 

７、手話言語条例制定（九州初） 

８、バルーン写真コンテスト 

５、公立文化施設情報保障調査 

１０、SAGA2024情報支援者養成 

９、手話で語るきらきら配信 

人と人との距離を離し、マスクによって聴覚障害者がさ

らに暮らしづらい社会になったコロナ禍。一方、オンライン

による新たな繋がりや、知事会見や対策本部会議におけ

る手話通訳や要約版の配信が始まりました。それはコロナ

が５類になった今でも災害等のリアルタイムの情報を得る

大切な手段となっています。 

平成２８年４月に発生した熊本地震。佐賀県でも最大

震度５を観測、経験したことのない揺れに驚きました。改

めて災害について考え、独自の安否確認システムを開発

しました。発災時だけでなく、平常時や台風等危険が迫

ってくる際の情報発信を行い、防災・減災への 

取り組みをすすめています。 

手話キャスターによる情報発信を開始。令和

６年３月までに 27回配信しました。ろう者の

手話による情報発信だけでなく、この動画が

手話を学ぶ聞こえる人と地域のろう者が話す

きっかけになることを願っています。 

いよいよ本番！成果を示そう！！ 

国スポ・全障スポに向けて

情報支援者を養成してきまし

た。各競技・会場のリーダー

を中心に、確実な情報保障

を目指します。 

４月と６月に行われるリハ

ーサル大会に臨み、大会本

番に向けて最終準備に入り

ます。情報支援者一丸となっ

て頑張りましょう！ 

SAGA2024国スポ・全障スポ 

令和３年７月に公共サービスとしてスタート。手話通訳

や文字チャットにより聴覚障害者も電話で用件を伝えるこ

とができるようになりました。 

佐賀平野の秋の風物詩「バルーン」をテーマに、フェスタ

最終日までに撮られた写真による 

コンテストを開催。バルーンミュージ 

アムが開館した翌年、平成 29年か 

ら実施しています。 

平成２７年に県内の文化施設の情報保障を当事者の

目線で調査しました。ほぼ全ての施設において、館内放送

や音声付映像資料等に文字（字幕）はありませんでした。 

＞＞設立１０周年のつづき＞＞ 

平成３０年９月に「佐賀県手話言語と聞こえの共生社

会づくり条例」が制定されました。市町では佐賀市、唐津

市、武雄市、嬉野市の４市で手話言語条例が制定されて

います。残り１６市町でも「手話が言語」として認められ、

「いつでも・どこでも・だれとでも」手話でコミュニケーショ

ンができる地域となるように。 

条例制定後、令和元年９月議会より県議会傍聴席にて 

議場の話しが文字で表示されるモニターを設置されました。 

【国民スポーツ大会】 

開会 10/5（土） 

閉会 10/15（火） 

会期前実施競技 9/5～9/17 

              9/21～10/1 

 

【全国障害者スポーツ大会】 

開会 10/２６（土） 

閉会 10/２８（火） 

写真↑2023年入賞作品より 

まずは、リハーサル大会！ 

【6/９日（日）のみ】 

★バレーボール（身）（佐賀市）★卓球（STT含む）（基山町） 

★バレーボール（知）（鳥栖市）★フットソフトボール（上峰町） 

★アーチェリー（鹿島市）     ★ソフトボール（太良町） 

【6/8（土）～9（日）２日間】 

★バスケットボール（唐津市） 

★車いすバスケットボール（唐津市） 

★サッカー（鳥栖市） 

★バレーボール（精）（小城市） 

★グランドソフトボール（白石町） 

 

【4/28（日）】 

★陸上競技（佐賀市） 

★水泳（佐賀市） 

★ボウリング（佐賀市） 

★フライングディスク（伊万里市） 

★ボッチャ（嬉野市） 

（役に立つ新シリーズは紙面の都合で休載します。） 


